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よい会社づくりの実践、待ったなし！
～中小企業家としての矜持を高め、危機に強い会社づくりで明日を切り拓こう～
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２
月
末
に
ロ
シ
ア
軍
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事

侵
攻
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
は
古
く
は
チ
ェコ
な
ど
東

欧
諸
国
の
民
主
化
に
対
し
て
、ま
た
２
０
１
４
年

に
は
ク
リ
ミ
ア
併
合
な
ど
軍
事
的
手
段
に
よ
る
領

土
の
拡
大
を
行
っ
て
来
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
世

界
の
物
流
や
経
済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。▼一方
、極
東
地
域
で
も
香
港
の
民
主
主
義

を
抑
圧
し
、台
湾
の
併
合
を
公
言
す
る
中
国
や
、

核
や
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
推
し
進
め
る
北
朝
鮮
な

ど
平
和
へ
の
脅
威
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
ま

す
。「
中
小
企
業
は
平
和
の
中
で
こ
そ
繁
栄
す

る
」と
い
う
同
友
会
の
基
本
理
念
が
ま
す
ま
す
意

味
を
も
っ
て
き
て
い
ま
す
。▼
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う

な
世
相
に
便
乗
し
て「
核
共
有
」「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
」な
ど
の
声
が
一
部
か
ら
上
が
っ
て
い

ま
す
。国
家
間
の
問
題
は
武
力
で
解
決
し
よ
う

と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。双
方
に
必
ず
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
う
む
る
の
は一

般
市
民
で
あ
り
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
は
歴
史

が
物
語
っ
て
い
ま
す
。▼
憲
法
９
条
は「
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す

る
」と
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
第
一
次
大
戦
後
、戦

争
の
惨
禍
を
経
験
し
た
各
国
が
結
ん
だ「
パ
リ
不

戦
条
約
」の
精
神
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。▼
世

界
の
指
導
者
が
94
年
前
の
こ
の
条
約
の
平
和
へ
の

教
訓
を
忘
れ
ず「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
」（
憲
法
前

文
）努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

第12回理事会にて承認されました。（敬称略・順不同）新会員ご紹介

会員動向
●井内良三さん（（株）タオ  代表取締役 湖南支部所属）が、2月1日より会長に就任されました。

元気な森づくりでCO2の削減元気な森づくりでCO2の削減

会費口座振替のお知らせ会費口座振替のお知らせ
○同友会では、四半期毎（1月・4月・7月・10月の5日）に会費をご指定の口座より振替
させていただいております。4月5日（火）は会費2022年4月～6月分21,000円の振
替日ですので、ご予定を宜しくお願いをいたします。

○会費以外の請求（書籍頒布代や参加会費等）のある方、及び口座振替でない方には、
従来通り請求書を送付させて頂きますので、ご確認をよろしくお願いいたします。

○会費の口座振替・ご請求についてのお問い合わせは
　滋賀県中小企業家同友会 事務局　
　電話 077-561-5333  担当 河本・馬場までお願いいたします。

滋賀、京都、大阪でレンタカー店を営んでいます。乗用車からトラック、バスクレ
ーン車や高所作業車、冷凍車など特殊車両も扱っており、配車サービスもあり
ます。同友会の皆様と共にさらなる成長を楽しみにしています。

村山 一成
(株)日邦レンタカーシステム　山科・滋賀地区長
〒520-0026  滋賀県大津市桜野町1-1-57
TEL 077-522-5686
事業内容：レンタカー、駐車場
紹 介 者：奥田 在弘　　所属：大津支部

滋賀県を設置主体に「地域に根差し、地域に学び、地域に貢献する大学」として1995年
に開学した大学です。環境科学部、工学部、人間文化学部、人間看護学部の４学部で多
様な企業との共同研究、受託研究を実施しています。共に元気な滋賀を創造しましょう。

廣川 能嗣 元気な森づくりでCO２削減を
(大)滋賀県立大学　理事長
〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町2500
TEL 0749-28-8210
事業内容：滋賀県が設置した公立大学
紹 介 者：青柳 孝幸、宮川 草平　所属：北近江支部

この度同友会に参加させていただくことになりました、東近江市で自動車の
鈑金塗装業をしております。同友会に加入されている異業種の経営者様と繋
がれることを嬉しく思います。どうぞよろしくお願い致します。

　大津支部は2010年11月に琵琶
湖森林づくり条例の理念にのっと
り、南比良生産森林組合と琵琶湖
森林づくりパートナー協定を結び、
滋賀の元気な森林の保全活動を
通じてカーボンニュートラルな社

会づくりに取り組んできました。写真は2月7日（月）に行われ
た滋賀県CO2吸収証書の受け渡し式の様子です。同友会の
10年を超える取り組みが評価され、6月5日(日）に開催される
第72回「全国植樹祭」へ招待され、感謝状をいただくことにな
りました。元気な森づくりでCO2の削減にとりくみ、SDGsの実
践にもなる活動にご関心をお持ちの方は、同友会大津支部
役員か事務局までお問い合わせください。

川西 雄一朗
(有)川西鈑金工業　代表取締役社長
〒527-0067  滋賀県東近江市芝原町299
TEL 0748-22-6315
事業内容：自動車の鈑金・塗装。損害保険代理業務
紹 介 者：寺田 暁彦　　所属：東近江支部

（株）ARMSの小松様のご紹介で入会させて頂きました。皆様との交流を通じて、
多くのことを学んでいく所存です。どうぞよろしくお願い致します。

上野 浩司
(株)アスキル　代表取締役
〒520-0801  滋賀県大津市におの浜2-2-5 
　　　　　　大津スカイハイツ1階 iero内
TEL 077-527-3711
事業内容：美容室、エステサロン経営、美容ディーラー
紹 介 者：小松 宏哉　　所属：大津支部

理事会だより  ＜第12回拡大理事会報告＞

と　き　2022年3月7日（月）15:00～17:30　　　ところ　同友会事務局＆Zoom
出席者　水野・永井・赤井・石川・上田・太田・小田柿・加賀山・笠井・嶋田・田井・田中・松崎・出口・宮川・八谷・廣瀬
　　　　オブ：岩下・大原・奥村 　　出席理事17名　オブザーバー3名　計20名

①水野代表理事より、ウクライナ情勢が不穏。平和であることが大切。次年
度から活動を対面へと挨拶。

②報告確認事項　新春例会の参加結果、支部運営マニュアルの活用につ
いて報告。

③入･退会者承認の件　入会４名、読者会員からの復帰1名、退会４名の
提案があり承認。会員数593名。

④協議･審議事項
　1)総会議案の報告と討議。次年度予算の提案と一部修正意見。2)女性

部設立趣意書が報告され設立を承認。3)第31回経営研究集会を7月
22日(金)に大津プリンスホテルで開催を決定。4)ポストコロナにおける
同友会活動のあり方が提案され、特別な事情がない限り支部役員会、
支部例会等を対面開催することにつて各組織での討議と意見依頼。

⑤第13回理事会を2022年4月6日（水）15:00～17:30に同友会事務局＆
ZOOMにて開催。

⑥永井代表理事より「女性部が6月に設立します。滋賀県の女性活躍の礎
を築いていきましょう」と挨拶。
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「
困
っ
た
人
を
助
け
た
い
」

民
衆
の
た
め
の
弁
護
士
を

目
指
す

近
藤
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
と
は
。

近
藤　

私
が
滋
賀
第
一
法
律
事
務

所
に
入
所
し
た
の
は
、1
9
9
6
年

の
4
月
。東
京
生
ま
れ
、富
山
育
ち

で
前
代
表
と
義
理
の
兄
弟
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
誘
い
を
受
け
、滋
賀
に

拠
点
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

弁
護
士
と
し
て
、社
会
を
変
え
る
ほ

ど
の
大
き
な
訴
訟「
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
」に
関
わ
って
い
た
父
の
影
響
を
受

け
、同
じ
く
弁
護
士
を
目
指
し
た
私

の
根
底
に
は〝
困
って
い
る
人
を
助
け

た
い
〞、〝
裁
判
を
通
し
て
社
会
を
変

え
た
い
〞と
い
う
思
い
が
受
け
継
が

れ
て
い
ま
し
た
。当
時
、滋
賀
の
弁
護

士
数
は
30
人
ほ
ど
。近
畿
で
も
特
に

弁
護
士
の
少
な
い
県
だ
っ
た
の
で
、よ

り
自
分
の
志
を
貫
け
る
環
境
で
は

な
い
か
と
も
思
って
い
ま
し
た
。

社
会
的
弱
者
、
依
頼
者
に

真
摯
に
寄
り
添
う
法
律
事
務
所

事
務
所
の
特
徴
と
は
。

近
藤　

滋
賀
第
一
法
律
事
務
所
は
、

私
を
含
め
5
人
の
弁
護
士
と
4
人

の
事
務
員
が
い
る
共
同
事
務
所
で
す
。

滋
賀
県
は
圧
倒
的
に
民
事
事
件
が

多
い
の
で
す
が
、他
の
事
務
所
に
比
べ

る
と
刑
事
事
件
の
取
り
扱
い
件
数
が

多
い
方
で
す
。当
事
務
所
に
は
、私

が
弁
護
士
と
な
っ
た
当
初
か
ら
目
指

し
て
い
た〝
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
〞と
い
う
考
え
を
持
つ
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
中
堅

弁
護
士
に
な
る
と
、国
選
弁
護
を
受

け
な
い
弁
護
士
も
出
て
く
る
の
で
す

が
、う
ち
の
事
務
所
で
は
必
ず
、国

選
弁
護
を
引
き
受
け
る
方
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
、

被
害
を
受
け
た
人
、そ
れ
ぞ
れ
に
背

景
が
あ
り
、事
情
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
に
寄
り
添
え
る
弁
護
士
で
な
い
と
、

人
々
の
お
困
り

ご
と
や
社
会
を

変
え
る
こ
と
に

は
つ
な
が
ら
な

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

弁
護
士
一
人

ひ
と
り
に
異
な
る
目
標
や
志
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、同
じ
事
務
所
に
所

属
し
て
い
る
以
上
、同
じ
方
向
を
向

い
て
い
な
い
と
共
同
運
営
が
で
き
ま

せ
ん
。少
な
く
と
も
自
由
法
曹
団

（
労
働
者
側
の
積
極
的
な
弁
護・支

援
活
動
を
展
開
）に
共
感
し
、所
属

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、当
事
務
所

の
共
通
の
認
識
と
な
って
い
ま
す
。

一
人
あ
た
り
の
相
談
件
数
が
減
少

共
同
事
務
所
の
利
点
を
活
か
す

業
界
の
相
談
状
況
と
は
。

近
藤　
一
時
は
弁
護
士
が
増
え
、新

人
の
弁
護
士
が
就
職
で
き
な
い
と
い

う
深
刻
な
と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
調
整
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

以
前
と
比
べ
て
相
談
件
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、長
年
経
験
の
あ
る
弁

護
士
は
、昔
の
つ
な
が
り
や
紹
介
な

ど
で
依
頼
者
が
あ
り
ま
す
が
、新
人

弁
護
士
は
苦
戦
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。ま
た
、相
談
現
場
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
程
度
の
情
報
を

入
手
し
、権
利
意
識
の
強
い
依
頼
者

が
増
え
て
い
ま
す
。案
件
の
共
同
受

任
、高
度
な
知
識
の
共
有
や
更
新
が

不
可
欠
と
な
って
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
団
結
力

滋
賀
で
一
番
の
弁
護
士
事
務
所
に
。

平
和
な
社
会
を
目
指
し
て―

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

近
藤　

今
後
10
年
の
目
標
と
し
て
、

「
滋
賀
で一番
所
属
弁
護
士
が
多
く
、

お
客
さ
ま
満
足
度
№
1
の
事
務
所

に
な
る
こ
と
」。そ
の
た
め
に
は
様
々

な
分
野
に
て
、滋
賀
で
は
、第
一
人
者

と
い
え
る
弁
護
士
を
そ
ろ
え
、他
の

弁
護
士
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
よ
う

な
事
件
処
理
能
力
を
つ
け
る
こ
と
。

ま
た
、依
頼
者
に
は
迅
速
で
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
心
掛
け
、リ
ピ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
。依
頼

者
の
満
足
度
を
は
か
る
の
は
、そ
こ

し
か
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

弁
護
士
や
事
務
局
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
で
は
、す
べ
て
の
分
野
で
も
一
定
の

レ
ベ
ル
を
保
て
る
よ
う
に
事
務
所
内

で
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。定

期
的
に
開
く
部
会
で
は
情
報
交
換

を
行
い
、困
っ
た
案
件
を
抱
え
た
と

き
は
、み
ん
な
に
相
談
し
て
助
け
合

え
る
こ
と
も
共
同
事
務
所
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
。全
員
を
同
じ
ワ
ン
フ
ロ
ア

に
配
置
す
る
こ
と
も
、所
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
は
か
る
う
え
で
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
不
安
な

く
事
件
に
没
頭
す
る
た
め
に
は
、一定

の
資
金
が
必
要
で
す
。現
在
も
、経

費
を
見
直
し
て
い
ま
す
が
、

固
定
費
を
削
る
た
め
、近
い

将
来
、テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
ら

れ
る
自
社
ビ
ル
を
建
築
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

多
く
の
方
に
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
い
、顧
問
契
約
を
増

や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

滋
賀
第
一
法
律
事
務
所
は
、立
ち

上
げ
か
ら
今
年
で
53
年
を
迎
え
ま

す
。こ
れ
ま
で
当
事
務
所
は
、平
和・

民
主
主
義
と
国
民・県
民
の
生
活
と

権
利
を
守
る
た
め
、地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
は
、市
民
、労
働
者
、

中
小
企
業
家（
依
頼
者
）の
不
安
を

安
心
に
、不
幸
を
幸
せ
に
変
え
る
お

手
伝
い
を
し
て
、権
利
擁
護
権
利
救

済
、正
義
の
実
現
の
た
め
に
、研
鑽
し
、

さ
ら
な
る
奮
闘
を
す
る
決
意
で
す
。

滋賀第一法律事務所
vol.129

■入会のきっかけ
経営についての知識を
学び、法曹以外の人と交
流したいと思いました。

■入ってよかったと感じていること
事務所では相談できないことを相談で
きる異業種の仲間ができたこと。
■今後、期待すること
さまざまな施策の成功事例を持つ経営
者のお話を聞きたい。さらに仲間を増
やしていけたらと思っています。

同友会に
ついて

事務員の皆さん。「弁護士の仕事を完遂するため
に、なくてはならないパートナー」と近藤さん。

1969年9月に開設、1974年に事務所名を「滋賀第一法律事務所」と改め、地域に根差した法律事務所として
50年以上活動。現在、同事務所の弁護士は5人。代表の近藤公人さん（滋賀県中小企業家同友会大津支部）
を取材しました。 ［取材／有限会社ウエスト　2022年1月26日］

大津市京町三丁目4番12号
TEL:077-522-2118
https://shigadaiichi.com/

滋賀第一法律事務所 代表
弁護士  近藤 公人さん　
モットー：「依頼者の立場・利益を第
一に」「最も困難なところに最もよ
い仕事がある」。
薬害ヤコブ病弁護団、イタイイタ
イ病弁護団、対日栄商工ファンド
訴訟、コンビニフランチャイズ訴
訟、豊郷小学校解体禁止訴訟など
を担当。

機械に息 ( いのち ) を吹き込む
】容内業事【 

   SIEMENSソリューションパートナー
・システム設計 ・電気設計
・プログラミング ・制御盤製作 ・制御機器販売

－ロボット・プログラミングを学ぶ－

彦根市原町 192番地 1　0749-24-8737(代表 )
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同
友
会
で
学
び
実
践
す
れ
ば

会
社
は
成
長
す
る
！

　

大
津
支
部
２
月
例
会
を
15
日（
金
）18

時
30
分
か
ら
21
時
ま
で
明
日
都
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
と
Z
O
O
M
で
開
催
し
ま
し

た
。「
同
友
会
の
学
び
を
実
践
す
れ
ば
、経

営
は
安
定
し
て
成
長
す
る
。」を
テ
ー
マ
に

近
藤
公
人
さ
ん（
滋
賀
第
一
法
律
事
務
所 

所
長
）よ
り
ご
報
告
頂
き
、54
名
が
参
加

し
ま
し
た
。前
所
長
の
急
な
独
立
や
司
法

改
革
に
よ
る
法
曹
人
口
の
爆
発
的
増
加

に
よ
り
、相
談
件
数
が
激
減
し
た
近
藤
さ

ん
は
鬱
症
状
に
。そ
ん
な
時「
経
営
を
学

び
た
い
」と
の
思
い
を
抱
き
、同
友
会
に
入

会
。他
業
種
会
員
か
ら
の
学
び
を
通
じ
、

弁
護
士
業
界
特
有
の
考
え
方
か
ら
の
脱

却
を
目
指
し
ま
す
。「
依
頼
者
の
安
心
、

幸
せ
作
り
を
お
手
伝
い
」を
経
営
理
念
に

掲
げ
、職
員
さ
ん
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

深
め一体
と
な
って
依
頼
者
に
関
り
、信
頼

を
勝
ち
取
り

業
績
も
向

上
。同
友
会

の
学
び
と
実

践
を
繰
り
返

す
近
藤
さ
ん

の
ご
報
告
で

し
た
。

大
津
支
部
例
会

ビ
ジ
ョ
ン
経
営
が

社
員
の
自
主
性
を
育
む

　

湖
南
支
部
２
月
例
会
が
15
日（
火
）18

時
30
分
〜
21
時
ま
で
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
デ
ラ・

メ
ー
ラ
と
Z
O
O
M
で
開
催
さ
れ
、43
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

愛
知
同
友
会
会
員
の
加
藤
三
基
男
氏

（
サ
ン
食
品 

代
表
取
締
役
社
長
）よ
り

「
中
小
企
業
こ
そ
未
来
を
読
み
解
き
、ビ

ジ
ョン
経
営
の
実
践
！
」を
テ
ー
マ
に
ご
報

告
頂
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
を
、飲
食
業
の
仲
間
と

共
に
乗
り
切
ろ
う
と
奮
闘
し
て
こ
ら
れ
た

加
藤
氏
。同
友
会
で
会
員
の
相
談
に
応
え

て
い
く
中
で
、自
分
も
元
気
づ
け
ら
れ
、

次
々
と
行
動
に
起
こ
し
て
い
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
元
に
、社
員
と
協
力
し
新
商

品
を
開
発
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
見
事
業
績
は

V
字
回
復
を
遂
げ
ま
し
た
。「
ど
ん
な
馬

鹿
げ
た
ア
イ
デ
ア
で
も
大
真
面
目
に
検

討
す
る
姿
が
、

社
員
の
主
体
性

を
育
ん
だ
」と

強
調
。前
を
向

い
て
行
動
を
起

こ
し
続
け
る
加

藤
氏
の
熱
い
ご

報
告
で
し
た
。

湖
南
支
部
例
会

４
つ
の
地
区
会
で
知
り
合
い

学
び
合
い
を
深
め
る

　

２
月
18
日（
金
）19
時
か
ら
近
江
八
幡

地
区
会
を
前
出
産
業
㈱
で
開
催
し
12
名

が
参
加
。「
You
は
何
し
に
日
本
へ
？
」を

テ
ー
マ
に
、ラ
マ
サ
ミ
マ
ニ
カ
ン
ダ
ン
さ
ん

（
㈱
Ｎ
Ｍ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
）

が
報
告
頂
。21
日（
月
）に
東
近
江
地
区

会
が
ナ
エ
ム
ラ
㈱
で
開
催
さ
れ
８
名
が
参

加
。「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
て
10
年

〜
価
格
競
争
か
ら
の
脱
却
〜
」を
テ
ー
マ

に
、苗
村 

雅
樹
さ
ん（
ナ
エ
ム
ラ
㈱ 

取
締

役
）が
報
告
。22
日（
火
）に
八
日
市
地
区

会
を
㈱
木
村
製
作
所
で
開
催
し
12
名
が

参
加
。「
高
精
度
高
品
位
で
信
頼
に
答
え

る
信
頼
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

に
、岡
田 

研
二
さ
ん（
㈱
木
村
製
作
所 

専

務
取
締
役
）が
報
告
。25
日（
金
）に
愛
荘

地
区
会
を
Z
O
O
M
で
開
催
。「
社
員
と

共
に
仕
事
を
楽
し
む
」を
テ
ー
マ
に
、西
山 

仁
人
さ
ん（
㈱

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

ズ 

代
表
取
締

役
）が
報
告
。

４
つ
の
地
区
会

で
身
近
な
経
営

実
践
か
ら
学
び

合
い
ま
し
た
。

東
近
江
支
部
地
区
会

失
敗
の
経
験
か
ら

学
び
合
う
の
が
同
友
会

　

高
島
ブ
ロッ
ク
２
月
例
会
が
16
日（
水
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分
ま
で
可
以
登
楼

別
館
で
開
催
さ
れ
、24
人
が
参
加
し
ま
し

た
。報
告
者
は
滋
賀
同
友
会
専
務
理
事

の
廣
瀬
元
行
さ
ん
。「
経
営
を
一
生
懸
命

間
違
わ
な
い
た
め
に
！
〜
同
友
会
で
知
っ

て
得
す
る
大
切
な
こ
と
〜
」を
テ
ー
マ
に

問
題
提
起
。中
小
企
業
の
数
が
激
減
し
て

い
る
の
は
倒
産
よ
り
も
廃
業
が
原
因
。故

に
、会
社
の
継
続
発
展
は
私
た
ち
の
学
び

と
覚
悟
次
第
。会
社
は
労
使
の
矛
盾
が

表
面
化
し
て
弱
体
化
し
、経
営
者
が
諦
め

た
と
き
に
倒
れ
る
。そ
ん
な
社
長
の
共
通

点
は
①
ひ
と
り
相
撲
を
と
る
②
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
が
苦
手
③
公
私
混
同
を
す
る

こ
と
。し
か
も「
会
社
の
た
め
だ
」と
一
所

懸
命
に
間
違
い
続
け
る
。そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
、同
友
会
で
は
ま
ず
自
分
の
失
敗

を
語
り
、多
く

の
仲
間
の
失

敗
と
教
訓
か

ら
学
び
合
っ
て

欲
し
い
と
強

調
。結
構
胸
に

刺
さ
る
内
容

で
し
た
。

高
島
ブ
ロ
ッ
ク
例
会

　

弓
削
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、自

動
車
販
売
店
で
４
年
間
勤
務
し
、そ
の

後
2
0
1
1
年
に（
有
）シ
ャ
ロ
ン
農
園

に
入
社
し
ま
し
た
。家
族
と
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
含
め
10
名
の
会
社
で
、４
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
近
江
牛
2
6
0
頭
の
肥
育

と
、ブ
ド
ウ
等
果
樹
の
生
産
、販
売
を

し
て
い
ま
す
。創
業
は
約
60
年
前
で
、

水
稲
か
ら
始
ま
り
、減
反
政
策
で
肉

牛
に
転
向
。1
6
0
頭
で
肥
育
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。し
か
し
、牛
肉
自

由
化
の
影
響
で
販
売
単
価
が
下
落
し
、

高
品
質
化
に
転
換
。規
模
を
3
0
0

頭
ま
で
拡
大
す
る
も
、新
た
な
肥
育

技
術
に
適
応
で
き
ず
、赤
字
が
膨
ら
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　

市
場
に
輸
入
肉
が
あ
ふ
れ
、畜
産
の

拡
大
を
諦
め
て
ブ
ド
ウ
の
生
産
を
始

め
ま
す
。し
か
し
、適
地
適
作
と
技
術

が
及
ば
ず
、５
年
後
に
は
す
べ
て
の
ブ

ド
ウ
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。果
樹
生
産
は
開
始
し
て
か
ら
２
年

間
は
売
り
上
げ
に
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

時
学
ん
だ
事
は
、リ
ス
ク
ヘッ
ジ
複
合
経

営
を
め
ざ
す
こ
と
で
し
た
。重
要
な
の

は
、農
政
に
影
響
さ
れ
な
い
経
営
基
盤

づ
く
り
だ
っ
た
と
。農
政
と
は
食
糧
生

産
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、補
助
金
等

に
よ
っ
て
事
業
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま

す
。し
か
し
、補
助
金
だ
よ
り
に
な
り

が
ち
で
、国
の
政
策
に
振
り
回
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　

子
牛
の
高
騰
が
続
く
中
、よ
う
や
く

ブ
ド
ウ
の
売
り
上
げ
が
拡
大
し
、経
営

は
安
定
し
て
い
き
ま
し
た
。台
風
な
ど

自
然
災
害
で
の
修
繕
な
ど
は
、弓
削
田

さ
ん
自
ら
の
手
で
行
う
様
に
な
り
ま

し
た
。後
継
者
と
し
て
色
々
取
り
組
む

中
で
、福
岡
同
友
会
会
員
の
若
手
農

家
に
同
友
会
を
紹
介
さ
れ
、

2
0
1
9
年
12
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
で
す
。あ
る
農
業
経
営

者
の
勉
強
会
で
事
業
を
発
表
す
る
機

会
が
あ
り
、先
輩
農
家
か
ら「
自
分
の

夢
も
語
れ
な
い
経
営
者
で
い
い
の

か
？
」と
問
わ
れ
ま
し
た
。「
と
に
か
く

悔
し
か
っ
た
、他
責
に
し
て
自
分
を
持

た
な
い
私
、図
星
だ
っ
た
の
で
」と
振
り

返
り
ま
す
。先
輩
が
覚
悟
を
持
って
経

営
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、そ
の
覚
悟

を
自
分
が
持
つ
た
め
に
模
索
を
続
け

ま
し
た
。そ
の
上
で
、同
友
会
の
第
43

期
経
営
指
針
を
創
る
会
を
受
講
し
、

夢
を
経
営
指
針
書
と
し
て
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。経
営
指
針
を
創

る
会
で
同
期
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、経
営
で

切
磋
琢
磨
で
き
る
い
い
仲
間
も
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夢
の
実
現
に
向
か
う
弓
削
田
さ
ん

は
、2
0
2
1
年
か
ら
近
江
八
幡
市

果
樹
団
地
構
想
事
業
に
参
加
さ
れ
ま

す
。全
国
果
樹
生
産
量
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

か
ら
の
脱
出
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、津
田
で
産
地
構
想
、農
家
集
団
の

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、労
働
力
、女
性

活
躍
農
業
に
挑
戦
し
て
行
く
そ
う
で

す
。８
名
の
農
家
が
力
を
合
わ
せ
て
行

う
の
で
、連
携
や
信
頼
関
係
が
大
事
に

な
り
ま
す
。こ
れ
に
は「
同
友
会
で
学

ん
だ
人
を
生
か
す
経
営
の
姿
勢
が
と

て
も
役
に
立
ち
ま
す
」と
も
。

　

弓
削
田
さ
ん
の
夢
は「
農
業
ヒ
ー

ロ
ー
！
」で
す
。農
業
を
通
じ
て
美
味

し
い
モ
ノ・ゴ
ト
を
実
現
し
た
い
。ブ
ラ

ン
ド
農
産
物・産
地
創
造
、次
の
世
代

が
夢
を
持
て
る
仕
事
づ
く
り
を
通
じ

て
、自
社
と
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
熱
く
力
強
く
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

（有）シャロン農園
取締役

弓削田 信基 さん

あ
な
た
は
、

夢
を
語
れ
る
経
営
者
で
す
か
？

青年部
例会報告

日　時：2月25日（金） 18：30～20：00
会　場：グリーンホテルYES近江八幡＆Zoom
参加者：43名

https://shiga.doyu.jp/takashima/takashima_report/id_9294
https://shiga.doyu.jp/otsu/otsu_report/id_9302
https://shiga.doyu.jp/?post_type=youth&p=9396
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青
木
孝
守
氏
は
1
9
7
8
年
に
京

都
大
学
に
入
学
、野
球
部
に
所
属
さ
れ
、

野
球
漬
け
の
生
活
を
送
ら
れ
ま
す
。卒

業
後
は
ゼ
ネ
コ
ン
の
海
外
事
業
部
で
７

年
間
働
か
れ
、1
9
8
5
年
に
大
津
市

で
進
学
塾
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
は
京
都
大
学
硬
式
野

球
部
助
監
督
、2
0
1
5
年
に
監
督

に
な
ら
れ
、2
0
2
1
年
に
総
監
督
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。1
2
0
年
を
超

え
る
歴
史
を
持
つ
京
大
野
球
部
で
す

が
、青
木
氏
が
監
督
に
就
任
さ
れ
る
ま

で
は
関
西
野
球
連
盟
の
リ
ー
グ
戦
で
は

勝
率
0・0
6
7
8
と
、１
年
に
１
回
勝

て
る
か
な
と
い
う
チ
ー
ム
で
し
た
。そ

れ
が
、青
木
氏
が
監
督
と
し
て
携
わ
っ

た
９
年
間
の
勝
率
は
0・1
5
8
と
勝

て
る
チ
ー
ム
に
変
わ
って
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
秘
訣
は
青
木
氏
が
長
年
携

わ
っ
て
き
た
中
小
企
業
経
営
に
あ
り

ま
し
た
。

　

京
都
大
学
野
球
部
監
督
に
就
任
さ

れ
た
青
木
氏
は
、野
球
部
の
現
状
を

分
析
し
、課
題
を
見
出
し
ま
す
。他
の

強
豪
大
学
と
は
ち
が
い
、京
大
に
は
ス

ポ
ー
ツ
推
薦
や
A
O
入
試
の
制
度
が

あ
り
ま
せ
ん
。強
い
選
手
は
他
の
私
立

大
学
に
入
学
し
ま
す
。学
部
が
ば
ら

ば
ら
な
た
め
全
体
練
習
も
土
日
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。大
学
か
ら
の
援
助
が

乏
し
く
、寄
付
金
な
ど
で
調
達
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。雨
天
練
習
場
な

ど
設
備
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

京
大
野
球
部
の
置
か
れ
た
状
況
は

経
営
資
源
で
あ
る
ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ・情

報（
青
木
氏
は
こ
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を

加
え
ま
す
）が
乏
し
い
中
小
企
業
の
状

況
と
似
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、青
木

氏
は
中
小
企
業
経
営
の
経
験
と
同
友

会
で
学
ん
だ
手
法
を
野
球
部
で
実
践

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、経
営
指
針
の
成
文
化
で
す
。

中
小
企
業
経
営
で
は
経
営
理
念
・
経

営
方
針
・
経
営
計
画
を
成
文
化
し
た

経
営
指
針
書
を
も
と
に
経
営
者
と
社

員
と
が
共
に
育
ち
あ
い
、全
社
一
丸
経

営
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。青

木
氏
は
監
督
２
年
目
の
時
に
、自
分
な

り
に
野
球
部
の
指
針
書
を
作
成
、「
日

本
一
誇
れ
る
チ
ー
ム
」と
い
う
理
念
を

成
文
化
し
ま
し
た
。方
針
は
現
場
に

立
つ
４
回
生
が
考
え
ま
す
。野
球
部
の

目
的
で
あ
る「
勝
つ
」こ
と
に
向
け
て
、

チ
ー
ム
で
方
針
や
戦
術
を
考
え
ま
す
。

　

S
W
O
T
分
析
を
し
て
内
部
環
境

と
外
部
環
境
を
把
握
し
、一点
集
中・ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
強
み
を
伸
ば
す・差
別
化

／
市
場
の
細
分
化・セ
グ
メ
ン
ト
化
と

い
う
ラ
ン
チ
ェス
タ
ー
戦
略
を
野
球
部

に
導
入
し
ま
し
た
。

　

特
に
重
要
だっ
た
の
が
、選
手
に
対
す

る
心
構
え
で
し
た
。強
豪
校
は
部
員
を

多
く
受
け
入
れ
て
強
い
人
を
伸
ば
し
て

い
く
組
織
体
制
で
し
た
が
、京
大
で
は

そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。社
員
の
生
か
せ

る
個
性
を
探
し
伸
ば
し
、適
材
適
所
で

力
を
合
わ
せ
て
１+

１
が
20
に
も
30
に

も
な
っ
た
中
小
企
業
経
営
の
経
験
を
い

か
し
、入
部
し
た
選
手
の一人
ひ
と
り
の

個
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
尽
力
さ
れ
ま
す
。

　

意
識
し
た
の
は
選
手
を
委
縮
さ
せ

な
い
こ
と
で
す
。選
手
を
ゲ
ー
ム
中
に

叱
って
し
ま
う
と
、ベン
チ
を
た
え
ず
意

識
し
て
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

エ
ラ
ー
を
す
る
と
叱
ら
れ
る
と
思
う
だ

け
で
、次
の
行
動
を
止
め
て
し
ま
い
ま

す
。そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、青
木
氏

は
失
敗
さ
せ
な
が
ら
成
長
さ
せ
て
い
く

方
針
を
と
り
ま
し
た
。実
践
練
習
を

積
み
重
ね
、選
手
が
野
球
を
楽
し
め
る

チ
ー
ム
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
家
同
友
会
で
学
ん
だ
指

針
経
営
や
人
を
生
か
す
経
営
の
精
神

を
存
分
に
発
揮
し
、資
源
が
乏
し
い
中

で
も
選
手
の
個
性
を
い
か
し
て
主
体

性
を
発
揮
さ
せ
、監
督
は
ボ
ス
で
は
な

く
共
に
汗
を
な
が
す
リ
ー
ダ
ー
と
位

置
付
け
る
こ
と
で
実
績
を
高
め
て
いっ

た
青
木
氏
。長
い
間
、勝
て
な
い
チ
ー
ム

だ
っ
た
京
大
野
球
部
が
勝
て
る
チ
ー
ム

に
な
り
、今
後
は
総
監
督
と
し
て
本
気

で
優
勝
を
目
指
す
組
織
作
り
を
め
ざ

し
ま
す
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
文
責・事
務
局
）

京大野球部
総監督

青木 孝守 氏

中
小
企
業
家
だ
か
ら
で
き
た

　
　
弱
者
で
も『
勝
て
る
』法
則

北近江支部
BIG例会
報告

　
（
株
）仁
張
工
作
所
は
、精
密
板
金

加
工
を
軸
に
大
手
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
製

造
販
売・O
E
M
供
給
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

チ
ー
ル
製
品
の
製
造
販
売
を
し
て
い
ま

す
。数
値
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、24
年
で
社
員
数
が
1.8
倍
、売
り
上

げ
2.2
倍
、経
常
利
益
2.7
倍
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
あ
る
会
社
を
経

て
入
社
し
、経
営
者
と
な
る
以
上
、経

営
を
学
ぶ
場
が
必
要
だ
と
、専
務
取

締
役
の
時
の
1
9
9
3
年
に
大
阪
同

友
会
へ
入
会
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
経

営
指
針
成
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」を
受
講
し
、

経
営
指
針
書
と
し
て
経
営
理
念
、経

営
方
針
、経
営
計
画
を
成
文
化
し
、共

同
求
人
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

１
９
９
６
年
に
代
表
取
締
役
に
就
任

し
、初
め
て
大
卒
採
用
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。と
に
か
く
、目
標
を

立
て
て
実
践
す
る
こ
と
、経
営
者
の
覚

悟
と
し
て
経
営
理
念
を
文
書
に
し
、自

身
の
退
路
を
断
つ
こ
と
し
か
会
社
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
、社

内
で
発
表
し
ま
し
た
。翌
年
に
は
た
っ

た
４
行
の
会
社
方
針（
重
点
取
り
組
み

課
題
）も
発
表
し
、ぶ
れ
な
い
経
営
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。社
長
就
任
の

２
年
目
に
は
、一
人
ひ
と
り
の
自
己
目

標
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
、実
践
の
内

容
が
よ
り
深
ま
って
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、同
友
会
が
提
唱
し
て
い

た「
21
世
紀
型
企
業
づ
く
り
」を
取
り

入
れ
、中
期
経
営
計
画
づ
く
り
を
始

め
ま
し
た
。自
社
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、創
業
時
の
高
度
経
済
成
長
、

1
9
9
1
年
か
ら
2
0
0
8
年
は
低

成
長
、デ
フ
レ
時
代
。以
降
は
人
口
減

少・世
界
不
況
、大
災
害
で
、振
り
返
っ

て
分
か
る
こ
と
は
、今
の
仕
事
は
や
が

て
な
く
な
る
こ
と
で
し
た
。中
期
経
営

計
画
は
、外
部
環
境
の
分
析
を
重
視

し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の

影
響
が
出
始
め
た
こ
ろ
で
、わ
が
社
は

な
に
屋
か
を
議
論
し
、従
来
の
顧
客
、

業
界
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
板
金
加
工
の

専
門
家
集
団（
事
業
ド
メ
イ
ン
の
再
設

定
）」と
し
て
、仕
事
の
間
口
を
大
き
く

広
げ
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、翌
年

か
ら
売
り
上
げ
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。第
５
次
中
期
経
営

計
画
で
は
、社
内
外
の
資
源
を
活
用
し

て
、地
域（
東
大
阪
）に
必
要
と
さ
れ
る

企
業
を
め
ざ
し
、地
域
の
ハ
ブ
企
業
と

し
て
、さ
ら
に
領
域
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
の
第
８
次
中
期
経
営

計
画
で
は
、こ
れ
か
ら
は
次
の
時
代
と

公
言
し
て
い
た
の
で
、11
歳
離
れ
た
弟

に
事
業
継
承
を
す
る
た
め
に
、

2
0
2
1
年
に
社
長
交
代
を
明
記
し

ま
し
た
。す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
、

ち
ょ
う
ど
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

　

社
長
最
終
年
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
っ
て
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、経
営

指
針
書
に
基
づ
き
、顧
客
を
広
げ
、会

社
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

経
営
指
針
に
基
づ
く
経
営
は
、た
と

え
A
４
一
枚
の
理
念
や
初
心
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま

す
。振
り
返
って
新
た
な
手
が
打
て
る
。

成
功
も
失
敗
も
原
因
を
追
究
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、同
友
会
に
は
業
界
を
越
え

て
相
談
で
き
る
仲
間
も
い
ま
す
。現
在

で
も
同
友
会
会
員
で
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し

て
い
る
会
社
が
２
社
あ
り
ま
す
。目
標

を
持
っ
て
そ
の
会
社
の
い
い
と
こ
ろ
を

め
ざ
す
。専
門
家
の
方
も
多
く
、本
当

に
相
談
で
き
る
相
手
も
増
え
、大
変

心
強
い
で
す
。皆
さ
ま
も
是
非
経
営

指
針
に
よ
る
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
（
文
責・事
務
局
）

（株）仁張工作所
取締役会長
仁張 正之 氏

（大阪同友会 代表理事）

あ
な
た
の
仕
事
は
、い
つ
ま
で
続
き
ま
す
か
！？

リ
ー
マ
ン・
震
災
・コ
ロ
ナ
禍
後
を
生
き
抜
く
た
め
に

甲賀支部
オープン例会
報告

日　時：2月24日（木） 18：00～20：30
会　場：JAこうか貴生川支所＆Zoom
参加者：41名

日
　
時
：
２
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分

会
　
場
：
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ

　
　
　
　

＆ 

Z
o
o
m

参
加
者
：
69
名

私ども渡辺工業は、創業9０周年を迎えた実績と信頼により
培われた技術とノウハウを用いて、
短納期・小ロット・工場内塗装請負など、ご要望に合わせた納品体制により、
お客様の生産活動をバックアップいたします。

塗装を中心に加工から組み立てまでを一貫対応 工業塗装
●工業塗装
●カチオン電着塗装
●粉体塗装

金属加工
●パイプ加工技術
●板金加工
●溶接加工

アッセン工程
●一貫生産で短納期
●多品種少ロットに対応
●複雑な注文でも
　注文書 1枚でOK

本社・本社工場（新栄工場・加納工場） TEL:0749-62-7121  FAX:0749-64-1557
〒526-0841　滋賀県長浜市新栄町６５５番地 https://watanabe-kougyou.co.jp

渡辺工業は、環境を考えた工業用塗装で日本のものづくりを支える会社です
「想いをカタチに」企業の未来を考える会社です。

https://shiga.doyu.jp/koga/koga_report/id_9399
https://shiga.doyu.jp/kitaomi/kitaomi_report/id_9266

